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ＮＰＯは平成 23 ফ২から自主運営となりました。その運営を৞ෟにষうために 
平成 22 ফ২を厜備ফ২とし、23 ফ২から 25 ফ২までのষ動匦針である「新中期経営 
計画」を作成しました。今回は学習システムの構築について検証します。「新中期経営計画」の基本命題の
ひとつに 
・ྟৡँるढ़জय़গラ঒のਝ計؛੫画・ઈ営੻৩会の新ਝ、ढ़জय़গラ঒੫画・ౣ成੻৩会のગଡണ 
を掲げました。運営面からは 

１） 会員制২の匳୓ 
２） 講座・ワークショップ運営ルール等諸ルールのৄ直しと新設 
３） 安全対策と१ポーター制২のৄ直し 
４） 諸厶定（要ഹ、会員のてびき、運営世話人のてびき、१ポーターのてびき等）のৄ直しと新設 

以上のような匳ଐを世話人の方々との話し合いを経て実厇してきましたが、カリキュラムの問題にはまだ
厝分な手য়てをষってきたとはいえない叔யでした。 

ところで、ྟৡあるカリキュラムとはなんでしょうか。アカデミーງஂঃンইレットおよび会員制২に
は次のように記述されています。 
・్い：時৻の઄న੔॑ৄྚइञ講座・ワークショップの੫画 
・内容：講座：広く一ಹ৘ড়が૞ਸदきるよअに内容॑ੵ୏ 

ワークショップ：より専門的、継続的な学習 
このような内容を実現する為にはカリキュラムの構想と具体的日程表（シラバス）を作成し 

てくださる先生方のৡ୤と೸意が重要であるとともに、受講生の要望をどのように織り匸んで 
ゆくのかも重要です。現在の講座やワークショップにはアカデミーの歴史的経緯から 

１）講座とワークショップが連結しているもの 
２）講座だけのもの 
３）ワークショップだけのもの 

に多様化してきました。講座だけのものの中には政治経済と歴史や文化を融合した複合講座が多くなりま
した。このために複合講座の企画・編成とアカデミーのカリキュラム全体の৞ෟな運営の匫合৹ତをষう
組織が必要と考え、企画・運営委員会を設置しました。委員の構成は 

・学শ、ౢ学শ：5 名   ・ＮＰＯ委員：４名   ・財団代表：2 名 
からなり、講師団と財団やＮＰＯが協働してより充実したカリキュラムや、それを実現する為の運営を考
えてষくことにしました。このような意図に基तいて企画・運営委員会をয়ち上げてから 1 ফൠが経厢し、
複合講座（エクセレントⅠ、Ⅱ、Ⅲ、現代事情）の企画・編成が軌道にのり始めています。 

たとえばカリキュラムの企画と日程表の作成をわけ 
 前期 後期 

カリキュラムの企画 前ফ７9ع 月 １3ع 月 
日程表の作成 前ফ９１１ع月 ３５ع月 

以上のように検討に充分な時間がと れるようにಱしました。また受講生の意ৄはエクセレント小委員会
(仮称)での検討結卵をＮＰＯ委員経由でカリキュラムへ反映する経ଡ଼も作りつつあります。今後はＮＰＯ
として、「カリキュラムの企画」の段階で受講生の要望を反映させるようにコーディネーターと世話人（含
叕当৶事）との間の༦談会を匛つように働きかけてゆきます。「日程表の作成」段階で次期のテーマや狙い
が明確になってゆくのが望ましいと考えられるからです。 

ＮＰＯ新中期経営計画と実績（その２） 



  

 

複合講座では 
１） エクセレント小委員会(仮称)においてＮＰＯ案の作成 
２） 企画・運営委員会でのカリキュラム企画と狙いの明確化 
３） 企画・運営委員会で日程表作成者を決定し、日程表作成を依頼 

のような方式を作り上げて、他の講座・ワークショップへもコーディネーターの先生方との話し合いと
同意を得てこの方式を波及させてゆくよう努めてゆきます。 

短期集中講座の開講 
 短期集中講座とは、ＮＰＯアンケート等での新百合ヶ丘会場の講座の増加を希望する声にお応えしつ
つ、通常より厮ない回包でひとつのテーマを集中して楽しめる講座です。アカデミーのଐさがひとりでも
多くの方に伝わり、これまで生涯学習プラザでしか開講していなかった分野等を新百合ヶ丘会場でも受講
する機会が増える事を狙いとしています。多くの方々に聴講していただきこの試みが定着するようご支援
下さい。 
会場：新百合２１ビルＢ２多目的ホール 
時৑：１００：ڴ１ع３０：ڲ 

オペラ入門 
回 月／日（曜日） 会場 学習内容 講師名（ร称റ） 
１ ５／１７（木） 新百合 21 ビル 

B2 多目的ホール 
オペラの誕生と発展（１） 昭和音楽大学教授 

藤原歌劇団公演監督 
岡山 廣幸 

２ ５／２４(木) オペラの誕生と発展（２） 
３ ５／３１(木) オペラ歌手の声と発声 
 

海の日本史 ع文明と文化の諸相 
回 月／日（曜日） 会場 学習内容 講師名 

（ร称റ） 
１ ６／２８（木）  

 
新百合 21 ビル 

B2 多目的ホール 

日本から世界へ： 
遣隋使・遣唐使、そして中国 

 
 
日本大学教授 

関 幸彦 
２ ７／１２（木） 日本から世界へ：厮ফ遣欧使節、そしてポ

ルトガル・スペイン 
３ ７／１９（木） 日本から世界へ： 

岩倉遣外使節、そして欧米諸国 
 

৶হ会ਾઔ（詳細は議事録をご覧下さい。事務局に常備してあります。） 
「平成 23 ফ২ 12 月২৶事会」平成 23 ফ 12 月 16 日（স）１６：عڬڬ 
審議事項：6 件 報告事項：15 件 

主な審議事項  
①2012 ফ২前期受講生൳集活動計画について 
②かわさき৘ড়アカデミー運営協議会委員の৭出について 
③講座・ワークショップの定員と採算性についての基本方針について 
④野外学習のある講座・ワークショップの安全対策について 

主な報告事項 
①音楽ワークショップ来期の取り組みについて 
②2011 ফ২前期講座厌௤இ実ౚと後期計画について 
③23 ফ২ 11 月২決算報告について 
④講座・ワークショップ運営ルールについて 
⋋かわさき৘ড়アカデミー「ইख़スタd１１」について 

審議事項の①、②、④は検討後承認されました。③については一部 2 月২৶事会でのಲ勸審議になりました。 



  

 

 

 

 

みどり学Ⅱ 講座 ◇স曜日 午前 10 時ع  ◇生涯学習プラザ／野外  
                              樹木医 石井誠治ほか 

「みどり学」と聞くと、誰しもが樹木の緑について学ぶ講座と思うことでしょう。もちろん、植物
の緑を通して஌௔の樹木、౔山、卼叐のみどり、公ୱや広場の身近なみどり、৘ඌ৉や緑৉ఝのみど
り、ಌにはҨ൦やঋランॲのみどりを始め、身近な自然に触れながら、みどりのみならず、自然を்
広く学びます。 

樹木ୢ、஌௔インストラクター、環境カक़ンセラーのৱ卺を匛つ厈匿ย治先生にカリキュラムを組
んでいただいています。先生は、常に受講生の目線になって組まれるカリキュラムですが、何と言っ
ても「みどり学」の一୞の厣ඉは野外学習です。自然২のৈい近ྦྷへ出ෳけ、自然に触れながら்広
く学びます。樹木や草花を始め、時には動物、昆虫もこの自然環境のなかで、どう適応しながら生き
ていくのか、それらの生ଙや生き方、そして自ഞ（ர）の৳ோ෬౭のための勛റ。自然から೑々の日
常生活へと学ぶべきことは多くあります。それらのお話を、先生は具体的に判りやすく、そしてユー
モアーを交えた解説、時にはྤᩰ叉もఄび出し、実に楽しいものです。これが「みどり学」の人気講
座たるゆえんであると思います。 

人はみな自然を求めてやまないものです。そこには、心が癒されるものがあるからでしょう。外に
出て、身近な自然に触れながら、そこから何かを学ぶ。そこに生きるよろこびや、幸せを感じとるこ
とが出来ることでしょう。それが、「みどり学」です。 

講座・ワークショップ紹介 第５弾！ 

みどり学Ⅱ ワークショップ ◇স曜日 午後１時 15 ীع ◇生涯学習プラザ／野外 
『೘੟のਂઓ৮৅ৄ』                     樹木医 石井誠治ほか 

匁式な授঵が始まる前には「名あてクイ६」があります。एるएるီって１ූڬのスケッチをৄなが
らのおしゃべりは、「モチノキに似ているけど．．．」、「わかっているけど，名前が出てこない」「モクゲ
ンジなら対生よ」。お互いに相談したり，図鑑をめくったり，けっこう盛りあがります。 

１３時１５分からコの字型に座った受講生に向かって、午前の「みどり学」とは違った観点からの講
師の話が始まります。ঃワーポイントを匏৷してர子のങഘ、外来植物、೭と植物の関厂などの講義と，
途中にはஎたちにர子や୴っぱそのものを手にとって観察する機会もあります。「えんどう豆の豆はど
こに厏いているかء」、࿃しても卵ᐲ（厞ऻっくりのᐲൺ）が開かないঁイマॶの厞ऻっくりを手にと
ってホシガラスなどの話に及ぶこともあります。実物を手にとってৄて観察する時は，大人が子୹にರ
ったかのように話しがはずみます。 

野外に出る機会は、厈匿ย治先生とষくバスঁイクの他に、受講生だけでষう厮人包の野外観察会が
あります。文字通り自主参加型の学習です。日頃の勉強や体験をもとに観察をして仲間同士で質疑応答
をする、これが本当のワークショップではないでしょうかء和気あいあいと卲ᰱማ༿しながら、かつ、
社会貢献をめざすワークショップです。 



  

 

 

『編集後記』 大空は 梅のにほひにかすみつつ くもりもはてぬ春の夜の月 
梅の季節になりました。厳寒の中で凛とした姿と香りを放つ梅を看ると気が引き締まります。 

ＮＰＯも気を引き締めてアカデミーの運営を叕ってゆきます。受講生の皆様からのご意ৄとご支援をおൢ
いします。            編集責任者：折居 晃一、 田辺 初子、 眞田 強、 笹子 まさえ 

ＮＰＯホームページ http://npoacademy.jp 発ষ：ＮＰＯ১人かわさき৘ড়アカデミー 広報部 

いのちの科学 講座  ◇火曜日 午前１０時઄ع  ◇生涯学習プラザ 
「広がる生命科学の世界 ع౼と఩஫の科学」    東京大学教授 石浦章一ほか     

2012 ফ前期の講座の一部をごງஂいたします。 
厈ఓฆ一ূ勤大学教授による「いつまでもഠいない౼」、「健康な౼をୗる୫事」、田ඖ၃一ূ勤৶科

大学教授による「ଈの఩伝子からの問いかけ」、「ഠ化、ํ命を科学する」、あるいは卡経厭性ႈ೩（ア
ルॶঁイマー୰など）の治௜やガン発ඪのওカニ६ムと治௜、ඊႵ系のႈ೩と治௜、といった分野か
ら最新の動向を踏まえて日本でもトップクラスの講師陣が分かりやすく解説してくれる、暮らしに直
結したすばらしい講座です。 

講義形式をとっていますが、途中の質問などは自由で、どの講師の方々も時にはジョークを交えア
ットホームな雰囲気の中で講義が進められています。このようなテーマを通して、健康な暮らし方、
୰気への৶解と展望、あるいは新しい人生観のᅿ成などとともに、生命のൔ஥さの一ഈに触れること
の出来るユニークな講座です。是非多くの方々の受講をお待ちしております。 

いのちの科学 ワークショップ  ◇火曜日 午後１時ع  ◇生涯学習プラザ 
「生命科学の多様な世界 ع生命科学の੦ຊ॑ॅढくり学व」 

おภの਷੓子大学 室伏きみ子研究室 
いのちの科学のワークショップでは、「講座」の内容の৶解をよりଐくしていくため、生命科学の基

本の知௙を学ぶことを主ཽにおいて進めて参ります。生命科学は、த複හ系ですが、基本的なしくみ
を৶解することはとても大事です。しかもこの分野は日進月నで、ബえず新しい発ৄ、勰ৄが൐日の
ように繰り広げられる活気ある分野です。基本を学びながら、最新の研究動向も知ることのできるユ
ニークなワークショップとなることをめざします。 

おภノ匍匩子大学大学协教授の஼๯きみ子卓が中心となって、大学生レঋルのテキストにปって、
体系的に進めてまいります。「細胞の働きとその制౪のしくみ」、「ഠ化とガンのしくみ」「఩伝情報の
発現のしくみ」などです。 

このほか任意参加ですが、課外ワークショップとして、前期は４月 25 日、26 日に収୴ை山にある
౪ภノ匍匩子大学のಏ海実験厇設を使った、「うにの受ಖ、分厎ຼの観察」などを匨定しております。
このような、課外での活動も今後できるだけ増やして参ります。多くの皆様の参加をお待ちしており
ます。 

「受講生のつどい」へのお誘い 
日時：平成 24 ফ 3 月 16 日（স）１３：１５１５：３０ع 

      今ফも「受講生のつどい」を開ಈします。日頃話したことのないコーディネーターの先
生方も多包出ఆなさいます。先生方や受講したことのない講座の受講生と意ৄの交ఌをする
よい機会です。多くの皆様の参加をお待ちしています。 


